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当社株式の時価総額に関するお知らせ 

 

  当社株式は、平成30年 12月において月間平均時価総額及び月末時価総額が10億円未満となりました

ので、今後の見通し等につきましてお知らせいたします。 

    

記 

 

１．当社株式の時価総額について 

当社株式は、平成 30年 12月の月間平均時価総額及び月末時価総額が 10億円未満となりました。

東京証券取引所の有価証券上場規程第 601 条第 1 項第 4 号 a 本文では、9 ヶ月（事業の現状、今後

の展開、事業計画の改善その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を 3 ヶ月以内に

東京証券取引所に提出しない場合にあっては、3 ヶ月）以内に、毎月の月間平均時価総額及び月末

時価総額が10億円以上とならないときは、上場廃止になる旨規定されております。 

 

 （ご参考） 

① 平成30年 12月の月間平均時価総額 918,625,886円 

② 平成30年 12月の月末時価総額   805,685,760円 

（平成30年 12月 28日終値 306円×平成30年 12月 28日上場株式数 2,632,960株） 

 

２．今後の見通しについて 

 当社の、平成30年 3月期の売上高は、51億 78百万円（前年同期比3.2％増）、営業損失は、1億

89百万円（前年同期は 1億 42百万円の利益）、経常損失は、1億 57百万円（前年同期は 1億 88百

万円の利益）、当期純損失は、1億 75百万円（前年同期は2億 40百万円の利益）となりました。 

 また、平成 31 年 3月期第 2四半期の売上高は、26億 94 百万円（前年同期比 11.1％増）、営業損

失は、1億 32百万円（前年同期は1億 33百万円の損失）、経常損失は、1億 16百万円（前年同期は

1億 15百万円の損失）、四半期純損失は、1億 24百万円（前年同期は1億 24百万円の損失）となり

ました。 

 当社は、平成31年 3月期第2四半期業績に鑑み、下期に投資有価証券を売却し特別利益を計上す

ることとし、平成 30 年 11 月 6 日に無配予想から１株当たり４円の配当予想に修正を行い、東京証

券取引所においてその旨の開示をいたしました。 

 当社は、今後、自動車用部品部門の生産効率の改善、労務費及び諸経費削減等の諸施策を着実に

実行すると共に自社製品部門の事業を抜本的に見直すことにより、収益構造の再構築・企業価値の

向上に取り組んでまいります。 

 なお、今後、平成31年 3月末までの間に、東京証券取引所へ「事業の現状、今後の展開、事業計

画の改善、その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面」を提出する予定であります。 

 株主の皆様をはじめ関係者の皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけいたしますが、今後とも引

き続きご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

以上 


